
 

 

 

 

 

 

 

  前回の通信では、公立高校を学ぶ時間帯と学ぶ内容で分類する

と…ということと、公立高校の受験機会は原則１回ですというこ

とを案内しました。今回は、『選抜の制度』について載せたいと思います。その前に、『公立高校は合格すると

必ずその高校へ入学しなければならない』ということを覚えておいてください。 

 

【選抜の制度について】 

◆選抜資料                      ◆学力検査問題の種類 

①学力検査等（特別選抜、一般選抜ともに５教科です。） 

 ②調査書（目標に準拠した評価で５段階になります。） 

 ③自己申告書（受験生全員が必ず提出します。） 

 

 

 

 

◆選抜の方法について 

 ≪一般入学者選抜≫ 

 ◎学力検査 

  

 

 

 ◎調査書 

 ９教科の評定 各５０点（評定×１０）とする。 

 （９教科：国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保体、技家、英語） 

 

◎総合点 

  各高等学校長が選択し、府教育委員会が決定したタイプにより、「学力検査の成績（①）」と「調査書の評定（②）」

にそれぞれの倍率をかけて合計し、総合点を算出。 

タイプ 
学力検査の成績（①） 

にかける倍率（点数） 

調査書の評定（②） 

にかける倍率（点数） 
総合点 

Ⅰ １．４倍（６３０点） ０．６倍（２７０点） 

９００点 

Ⅱ １．２倍（５４０点） ０．８倍（３６０点） 

Ⅲ １．０倍（４５０点） １．０倍（４５０点） 

Ⅳ ０．８倍（３６０点） １．２倍（５４０点） 

Ⅴ ０．６倍（２７０点） １．４倍（６３０点） 

 

 

 国語・数学・英語 理科・社会 

特別選抜 
基礎的問題（A） 

標準的問題（B） 
共通 

一般選抜 

基礎的問題（A） 

標準的問題（B） 

発展的問題（C） 

共通 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 学力検査の成績（①） 

配点 ９０点 ９０点 ９０点 ９０点 ９０点 ４５０点 

調査書の評定（②） 

４５０点 
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≪特別入学者選抜≫ 

 ◎学力検査 

  

 ◎調査 書 

 ９教科の評定 各２５点（評定×５）とする。 

 （９教科：国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保体、技家、英語） 

 

 ◎総合点 

 各高等学校長が選択し、府教育委員会が決定したタイプにより、「学力検査の成績（①）」と「調査書の評定（②）」

にそれぞれの倍率をかけて合計し、総合点を算出。 

タイプ 
学力検査の成績（①） 

にかける倍率（点数） 

調査書の評定（②） 

にかける倍率（点数） 
総合点 

Ⅰ １．４倍（３１５点） ０．６倍（１３５点） 

４５０点 

Ⅱ １．２倍（２７０点） ０．８倍（１８０点） 

Ⅲ １．０倍（２２５点） １．０倍（２２５点） 

Ⅳ ０．８倍（１８０点） １．２倍（２７０点） 

Ⅴ ０．６倍（１３５点） １．４倍（３１５点） 

 

 

 

 

学力検査問題の種類並びに学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のタイプ 

【大阪府教育委員会 HPより一部抜粋】 

１ 特別入学者選抜 

（１）全日制の課程 専門学科 

 

（２）全日制の課程 デュアル総合学科及び総合学科(エンパワメントスクール) 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 学力検査の成績（①） 

配点 ４５点 ４５点 ４５点 ４５点 ４５点 ２２５点 

調査書の評定（②） 

２２５点 

学校名 
学科名 学力検査問題の種類 倍率の 

タイプ 普通科 専門学科 国語 数学 英語 

市立工芸 ― 
建築デザイン科 

インテリアデザイン
科 

プロダクトデザイン
科 

Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ 
映像デザイン科 

ビジュアルデザイン
科 

美術科 

岸和田市立産業 ― デザインシステム科     Ｂ Ｂ Ｂ Ⅲ 

港南造形 ― 総合造形科     Ｂ Ｂ Ｂ Ⅲ 

学校名 
学科名 学力検査問題の種類 倍率の 

タイプ 普通科 専門学科等 国語 数学 英語 

岬 ― 
総合学科 

（エンパワメントスクール）     Ａ Ａ Ａ Ⅲ 



 

（１）全日制の課程 普通科（総合選択制及び単位制高等学校を含む。）を設置している高等学校 

 

（２）全日制の課程 専門学科のみを設置している高等学校 

 

（３）全日制の課程 総合学科（デュアル総合学科、エンパワメントスクール及びクリエイティブスクールを除く。）

を設置している高等学校 

 

学校名 

学科名 学力検査問題の種類 倍率
の 
タイ
プ 

普通科 専門学科 国語 数学 英語 

登美丘 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅰ 

泉陽 普通科       Ｃ Ｃ Ｃ Ⅰ 

三国丘 普通科 文理学科     Ｃ Ｃ Ｃ Ⅰ 

金岡 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ 

東百舌鳥 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅲ 

堺西 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ 

福泉 普通科       Ａ Ａ Ａ Ⅳ 

堺上 普通科       Ｂ Ａ Ａ Ⅲ 

成美 普通科総合選択制       Ｂ Ａ Ｂ Ⅲ 

泉大津 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ 

伯太 普通科総合選択制       Ａ Ａ Ａ Ⅳ 

信太 普通科       Ａ Ａ Ａ Ⅳ 

高石 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅰ 

和泉 普通科 グローバル科     Ｃ Ｃ Ｃ Ⅰ 

岸和田 普通科 文理学科     Ｃ Ｃ Ｃ Ⅰ 

久米田 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅰ 

佐野 普通科 国際教養科     Ｃ Ｂ Ｃ Ⅰ 

日根野 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅰ 

貝塚南 普通科       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅰ 

りんくう翔南 普通科総合選択制       Ｂ Ｂ Ｂ Ⅲ 

泉鳥取 普通科       Ｂ Ａ Ａ Ⅳ 

鳳 
普通科 

（単位制高等学
校） 

      Ｃ Ｂ Ｃ Ⅱ 

学校名 

学科名 学力検査問題の種類 倍率
の 
タイ
プ 

普通科 専門学科 国語 数学 英語 

岸和田市立産業 ― 商業科 情報科   Ｂ Ｂ Ｂ Ⅲ 

堺市立堺 ― 
サイエンス創造科 機械材料創造科 

建築インテリア創造
科 Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ 

マネジメント創造科     

農芸 ― ハイテク農芸科 食品加工科 資源動物科 Ｂ Ｂ Ｂ Ⅲ 

今宮工科 ― 
工業に関する学科 
（総合募集の専科） 

工業に関する学科 
（工学系大学進学専

科） 
  Ｂ Ａ Ｂ Ⅱ 

堺工科 ― 工業に関する学科     Ａ Ａ Ａ Ⅲ 

佐野工科 ― 工業に関する学科     Ｂ Ｂ Ｂ Ⅳ 

泉北 ― 国際文化科 総合科学科   Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ 

学校名 

学科名 学力検査問題の種類 倍率
の 
タイ
プ 

普通科 専門学科等 国語 数学 英語 

今宮 ― 総合学科     Ｃ Ｃ Ｃ Ⅰ 

堺東 ― 総合学科     Ｂ Ｂ Ｂ Ⅰ 

貝塚 ― 総合学科     Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ 



（４）全日制の課程 総合学科（クリエイティブスクール） 

 

（５）多部制単位制Ⅲ部（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｽｸｰﾙ）及び定時制の課程（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｽｸｰﾙを含む。）     *多部制単位制Ⅲ部 

 

 

学校名 
学科名 学力検査問題の種類 倍率の 

タイプ 普通科 専門学科等 国語 数学 英語 

和泉総合 ― 
総合学科 

（クリエイティブスクール） 
    Ａ Ａ Ａ Ⅳ 

学校名 
学科名 学力検査問題の種類 倍率の 

タイプ 普通科 専門学科等 国語 数学 英語 

三国丘 普通科       Ａ Ａ Ａ Ⅲ 

岸和田市立産業 ― 商業科     Ａ Ａ Ａ Ⅲ 

堺市立堺 ― マネジメント創造科 工業に関する学科 
 

Ａ Ａ Ａ Ⅲ 

今宮工科 ― 総合学科     Ａ Ａ Ａ Ⅲ 

堺工科 ― 総合学科     Ａ Ａ Ａ Ⅲ 

佐野工科 ― 総合学科     Ａ Ａ Ａ Ⅲ 

和泉総合 ― 
総合学科 

（クリエイティブスクール） 
    Ａ Ａ Ａ Ⅲ 


